2003年京都南部地区南ブロックB宣教司牧計画短期計画の振り返り

1 キリストの学びとして

· 聖週間を準備するための研修会

「聖なる過ぎ越しの三日間」について、四旬節中の主日に研修した。司祭と教理担当者が協力して準備し実施した。信徒にとっては今まで不明確なところが明らかになったようである。
· 壮年･婦人･青年対象の合同黙想会

婦人･青年対象の黙想会は行われたが、壮年に対するものは実施できなかった。

· 新しいキリスト教講座の設置

三つの小教区に設置している。

· 聖書クラスの設置

すべての小教区で設置している。

· 「祈りを学ぶ会」を新たに設置し、月一回実施している。

2 共同宣教司牧推進のための組織の見直しについて

· 4教会における「分かち合い」の訓練の継続

主に各教会の地区集会や、部会等で実施している。また、聖書クラスでも分かち合いの形式を取り入れている。

· 信徒、奉献生活者、担当司祭の共同協力

役員会、教理担当者会議等を月一回、合同役員会を二ヶ月に一回行っている。議事録作成、会議の議事等を分担して行っている。また、教理担当者の間での共通理解を深め、信仰教育等の今後の取り組みについて話し合うため一泊の合宿を行った。
· 各教会における会議の見直しと役員の養成

役員会、地区集会でのキリスト教共同体としての会議のあり方を随時説明していくことによって信徒の理解を得つつある。継続的に行っていく必要がある。役員に対しては、開講している講座や聖書クラスへの参加を勧めているが、全員の参加というところまではいたっていない。

3 信仰教育の充実として

· 4教会の教会学校の交流

実施できなかった。（青年同士の交流は二回行われた）

· 教会学校担当者の交流と養成講座

一教会で担当者の勉強会が行われたが、交流はできなかった。ただし、夏季合同キャンプにおいては南ブロックとし協力して実施できた。

4 現代社会との連帯として

· 南ブロックBとしての海外支援のあり方について考える。

海外支援を行っていくにあたって、その理解を深めるための講演会を企画したが、後援者の事情により延期の状態である。

· 地域社会への広がりとして、三つの幼稚園での保護者対象のお話の設置。

二つの幼稚園で実施できた。また、三つの幼稚園で職員対象のお話を実施している。

